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「自由貿易問題についての演説」

後半期 第4回／通算 第66回

今回は「自由貿易問題についての演

説」を取り挙げることにしました。こ

の論文は時期的には『共産党宣言』と

同じ頃に書かれたものであり，内容

的には，鋭く対立し合う二つの主張

──穀物法擁護（保護貿易主義）と

穀物法撤廃（自由貿易主義）──を

両刀批判しています。

　この論文の検討を通して，グロー

バリゼーションの時代に対してどの

ような態度をとるべきなのかという

ことを探っていきたいと思っていま

す。

窪西 保人 総て



取り敢えずマルクスの論文を検討しようということで，「自由貿易問題に

ついての演説」を取り挙げることにしました。この論文は時期的には『共

産党宣言』と同じ頃に書かれたものであり，内容的には，鋭く対立し合

う二つの主張──穀物法擁護（保護貿易主義）と穀物法撤廃（自由貿易

主義）──を両刀批判しています。

　現代がグローバリゼーションの時代であるということに，異論がある

人はいないでしょう。左右のどちらの立場に立っても，このグローバリ

ゼーションの傾向に対して，単に拒絶する態度と単に迎合する態度とが

あります。極言すると，今日の政策対立は，結局のところ，この一点に

集約されるとさえ言えるでしょう。実践的には，この論文の検討を通し

て，資本の文明化作用に対してどういう態度をとるのか，ブルジョアイ

デオロギーに対してどういう態度をとるのか，反動イデオロギーに対し

てどういう態度をとるのか──そういうことを探っていきたいと思って

います。

　なお，この論文は，以前にこの研究会で読んだ『経済学的ロマン主義

の特徴づけによせて』（大月文庫 143）と大いに関連しています（レーニ

ン全集では第2巻に所収）。レーニンがこの論文のどこを生かし，どこを

切り捨ててしまったのかということも探っていきたいと

思っています。

　恐らく大きな図書館などには『マルクス＝エン

ゲルス全集』は必ずあると思います。ですが，も

しこの論文を入手することができない方がい

らっしゃるならば，早めに今井のところまで

お申し付けください。至急，コピーを郵送い

たします。

　「自由貿易問題についての演説」は今回で終

わる予定です。ISM研究会では，今後読んで

いくテキストを募集しています。面白そうな

本があれば，ご紹介ください。また，個人報

告も歓迎します。何か報告したいテーマをお

持ちの方は，お申し出ください。


